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第 8節  井上貝塚出土脊椎動物遺体

1 はじめに
本貝塚の遺構、遺物、貝類等、また、牙、貝類、貝製品等はすでに報告済みであリー部に

未報告も存在するが、ここでは脊椎動物遺体について報告したい。以下B～ Fグ リット出土
の遺体について述べる。A区は、工事の関係で (盛土芝張り)調査は行わなかつた。

2 魚類の椿成
同定された魚種は種、数量から近海ものが卓越し、戯水性のもの、淡水性のは極少量であ

る。主要な魚種はクロダイ、ウナギ、スズキ、ハゼ科、コチ等で、マイワシ、アジ、ヒラメ、

フグ、サヨン、エイロ等が見られ、僅かにサメ類が認められた。

淡水産ではフナ等が代表的なもので、ギバチ、ウナギが係わる。主体的に捕獲、消費され

ていたものはタイ、ウナギ、スズキ類と推察される。季節的にはアジ、マイワシ、マアナゴ

等は、回遊魚ながら少量であるが各層から検出され食用の方法が二、三推察される。

代表的なウナギは季節の如何を問わず捕獲、消費されていたと考えられ、各層、各区から

多少の個体数の差は見られるが、平均的な出上を示している。安定的な捕獲対象魚としての

地位を保つていたと推察する。

淡水産の代表はフナであるが数量的には少なく、本貝塚周辺には貝種と並び戯水性及び外

洋的水域が広がっていた事が裏付けられ、淡水域は谷津の奥部分で潮の満干によって砂州等

が部分的にみられアサ )の出土量がハマグジを凌ぐ環境が存在したと推察されるD

3 鳥 類
本類はガンカモ科が大半を占め、その他、キジ等が僅かに認められる。これらは貝塚上流

の谷津の一部が池、沼化していたと推察される。その他の水鳥類は同定出来なかつた。

本類の中でもカモが 90%を 占める。ガンは極少量で細片のため同定出来ないものが 1割程
ある。

4 魚 類
主要骨格の概要

a サメ類
本類は、 B、 C、 D、 E、 Fの各区から極少量の尾骨が出土している。中には大型のメジ

ロザメ科の椎骨が数点出上している。相対的に 1%以下である。
b エイロ
本類は、椎骨が各区、各層がら出上している。量的にはサメ類よりはやや多く、個体は

mm以下と小さい。
c コチ類
本類は、相対的に出土数は多く、中型魚類として食生活に重要な魚種と理解される。タイ

類、ウナギについで多く、各区、各層から一定量が検出されている。
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d スズキ
内湾域の生活に重要な魚種で、本貝塚ではタイ類、ウナギについでやや卓越する。出土量

ででは尾椎体、腹椎体、第 1腹椎体が卓越している。総体的に小型の個体が多くさほど生息

環境に恵まれていなかつたのか、ガヽ型のうちに捕獲されていたのかは定かではない。

e ヘダイ
タイ科の中では極少量の検出であつた。タイ類の中に一部混入している可能性がある。

各区、各層で僅かながら認められた。

f クロダイ
本類は、出土魚類の中でウナギに次いで最も多く捕獲採取された種類である。食生活に深

くかかわつた重要な魚類と推察され、環境が適していた事が窺われる。いずれの魚体も平均

的に採取され、他の魚類に比べ卓越している。各区、各層で普遍的に検出されている。

g マダイ
各層、各区から全面的には検出されていない。尾椎体等が部分的に極少量認められた。

h ボラ
ー応、腹椎体のみ検出されている。他の内蔵骨が不明な為、数量的には不明な点が多い。

さほどの数量ではないと思考する。各区、各層ではなく、極部分的な検出状態。

i ヒラメ
本類は、 E、 F区で極少量認められた。極限られた一部の層で腹椎体、尾椎体のみの検出

である。海底の状況、戯水性が生態系に合わないと推察される。

j エイロ
いずれも小型の椎体のみで各区、各層から少量ずつ認められている。

k サヨジ
本例は腹椎体、尾椎体が少量認められている。主体的漁獲種ではない。

I アジ
尾鰭棘のみが各区から少量検出された。本類はサンプルエラーの可能性もある。

m マイワシ
ー部の層から極少量腹椎体が検出されている。本類もサンプルエラーの可能性があろう。

鮪の目が腹椎体の大きさと同一に近い為。

n フグ
本類は、歯板、腹椎体がかなりの数量認められた。各層、各区から数の多少はあるが検出

されている。歯板からは大、中、小と大きさに関係無く捕獲採取していたと思考する。

o ウナギ
本貝塚出土魚類の中で、最も多い種で生態系の安定した環境が推察される。大半が推腹

体、尾椎体で数量は他に比べ卓越する。

P その他 極少量のギバチ、フナ、コイ等の椎体、咽頭歯が検出された。

小 結
各層出上の魚類は、ウナギの上顎骨、椎骨が卓越し、その他、スズキ、タイが続く。ウナ

ギの中には、 ドジョウ、アナゴ類が含まれる可能性がある。 (椎骨の中や不明の椎骨中)
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層位的には、 3層、 4層に集中し検出され、上層、下層には含まれない類が見られ、数量

的にも半減している。『 ドジヨウは非常に少ない事は事実であろう』 (サ ンプリングエラー ?)

これらの出土魚種は、本域が内湾性、沿岸域の水域に回遊する魚類が多く、その捕獲方法

も定置網的漁法が用いられていたのか ?。 また、湾内砂泥質の底に生育するコチ類は比較的

少ない。その他、ニシン科の出上が少量各層から検出された。本類が回遊する余地が存在し

ている事からサケの検出が出来なかった。同定作業の間違いか。

本貝塚では、これらを捕獲する釣り針、ヤス、刺突具、土器片錘の出土は総じて少なく、

石錘は皆無に近い。これらの他に捕獲具は存在していたと推察されるが明確な遺物はない。

井上貝塚を形成した縄文人は、西浦の沿岸域で漁携活動を通じ生活していた事が推察され、

砂泥質の海底から貝類の採取と合わせ生活の『かて』の一部としていたと理解される。

相対的に淡水産の魚類は少ない。これは、地理的な自然環境が左右すると理解する。麻生

町於下貝塚では皆無との報告がなされている。

5 哺乳類
本類の組成はイノシシ、シカが圧倒的多数で90%を 占める。その他、イヌ、タヌキ、テ
ン、ネズミ類等が見られたが極少量であった。

イノシシは付表のように下顎、上顎と肩甲骨中手、もしくは中足骨、手根骨、未節骨等や

骨体がかなり検出、出上している。シカも同様であるがともに遊離歯が多かった。

頭蓋骨はいずれも細片で、断片的に存在したが同定は不可能に近い状態であつた。肩甲骨、

棒骨の近位骨は大きい。手根骨はかなり検出され若子の加工 ?例は観察されたが製品とは考

えられず摩消程度である。下顎切歯は 14本程検出されたが加工例は認められなかった。シ
カの鹿角は検出されず、角座骨部が 6点程出上している。

犬、タヌキ ?は頭蓋骨を含み、 1頭の手足部を除いたかなりの部分が遺存していた。大型

犬が検出された。総じて小型の顎類、歯が見られイノシシ、シカに次いで多い。タヌキ、キ

ツネ、テン、アナグマ、サル、ノウサギ、ネズミ等は確認されたものの数量的には少ない。

生育環境が悪いのか、捕獲を必要としかつたのかは不明である。

と  ト
総数で 3本の自歯が検出されている、いずれも磨耗が進行している。本貝塚からは人骨の

検出はなかった。いずれも歯根の状態から抜歯ではないと思われる。

本貝塚人の主要な捕獲動物は、イノシシ、シカの 2種類、魚類ではウナギ(ク ロダイ等が

想定できる。

6 両生類、爬虫類
本類は、カエルが各層から微量ながら検出されている。おもに腰椎部分が多かった。食用

に利用したと思われる。

ヘビ類は二種類、もしくは三種類の分類が可能である。推骨が大部分であるが、各層から

ほぼ一定量が検出された。これらから本類も食用に利用されたと思考する。
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7鳥 類
本類はガン、カモ科が大半である。また、キジ、カラス等が極少量検出されているが、ガ

ン、カモ類が大半を占める。

8 まとめ
井上貝塚の極一部分の調査であったが、本貝塚の形成時期の縄文中期後半から後期、晩期

初頭 (加曾利E式～安行～Ⅲ式)にかけての霞ヶ浦周辺貝塚の特徴とさほどの変化はない。
類例として最も近接する麻生町於下貝塚の魚類、哺乳類、爬虫類、両生類の種別、個体数の

割合とさほどの違いはないが、各類等出土種に若干の違いは存在する。

また、玉造町の若海貝塚の中期中葉から末、晩期前半の貝塚と遺体類の差は認められないが

検出量、体長の変化は僅かながら認められる。

本貝塚では、シカ 1に対しイノシシ 3前後の割合を示して検出された。これは本来の生態
系の分布や多産系のイノシシと最小のシカの差が示す割合からと理解される。小動物では、

遺体同定不可能なものが総体の 1割前後を占め、この中に若干含まれるものと推察される。
また、魚類、鳥類も同様で、一部に同定不可のものが存在した。これらはコイ、フナ、 ドジ
ョウ、メバルや等に言える。

同定作業にあたっては、早稲田大学講師、金子浩昌先生に二回にわたりご指導を受けた。

また、調査中、調査後と種々ご教示を受けた茨城県立歴史館 斎藤弘道氏に対し、紙上を借
りて哀心より感謝を申し上げたい。指導、教示を生かしきれなかつたことは、小生の勉強不

足である。

( 文責 汀 安衛 )
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各区出上、同定付表
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頭
蓋
脅

弾

下
顕
骨

ｍｄ

勘紳
骨
朗れ

肩
甲
骨
卿　
れ

上
腕
脅

唖
　
コ

機
脅
龍
　
　
コ

尺
骨

�

中
手
骨

ｍｃ

Я
骨

∞
　
　
瀬

大
腿
骨
命
　
謂

睡

骨

市
　

　

瀬

勝
骨
れ
　
　
潮

距
脅

餡

瞳
骨

ｃａ

中
足
骨

ｍｔ
　
胡

指
骨
ｄｉｇ
　
　
部

そ

の
他

イ ツシシ

J tr7_

イ   ヌ

４

一
漏ユE拝

1■報 P‐
J

カ ラ ス属

タ ヌ キ _子醇 覆ヽ■_… ………_
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不 ス ミ科

種 額

脅

刊

顕

憔
困  臓   骨
�並er』 、relctan

符TE常 肩    帝

そ  の  他
瑚
屋月
ＶＯ

噂雖
願
骨
即伝

削上
顎骨
蜘

上預
骨
聴

Ｈ
蓋
脅

脚

因
骨

詭

力
恐月
ｍ

力
骨

甲

Ｆ
顎
脅
■

副
鯉
蓋
命

眸

土
鯉
蓋
骨

ψ

け蓋．帥
ｓｕｂ
螂

娯
椎
体

ａｂ

鳥推
体
Ш　
募

擦側
顕
蓋
μ
、

工
擬
鎖
骨

ｓ
川

爆
鎖
骨

ｏｌ

肩
甲，
脅

ｓｃ

ア メ 額

ヨ    テ

ス ス キ エ

ー

ス キ 層

R41裸傷lLl_¨ _______
ク ロダ4

犀策 毎
昆鰭 In

タログイ

クロダイ届
rфゝ

クロダイ

マ  ダ ｒ
ｒ

マ ア ィ

マ  ダ

ア イ 類

ア イ 科

サ ヨ ツ

ア ヨ ツ属

イ ワ シ

フ    グ

科
大

グフ

′
颯 必
|11■・―ビ騨 1争怪̀

フ グ 科 ■
１

二 H幌
|1lA‐
― ― Cマ咀 軽

li・倍
・

ク  頚

ワ ナ ギ

エ ン ン 科

焦   管

B-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 4 層 )

類種

頭
盤
位

亜

下
顎
骨

ｍｄ

軸冊
脅
鰤ｉｂ

肩
甲
骨
卿
　
Ｎ

上
腕
脅
ｈｍ
　
脚

椀
骨
湖
　
　
鍼

尺
骨
ｄ
　
　
鍼

中

手
骨

亜
　

配

寛
骨
ｃｏｘ
　
　
岬

大

艇
脅

」
　

ｓｄ

匹
骨
出
　
　
ｓｄ

跡
骨
釣
　
　
ｓｄ

距
骨

強

題
脅

ｃａ

中

足
脅

ｍｔ
　

ｓｄ

指

骨
ｄｉｇ
　
　
配

そ

の

他

イ ノシン エ

ー
工_:

‐望そ選発‐〒力t‐ t

-8-



イ ノシ シ に剪部夏頌〈鴇
=

_西 f研ツ■_9■ _

_R潟■Rイ _即_肝
IJ

■1/JttRI千「■‐ピ♂メ
ン   カ

ヘ ビ 類 Ｉ

一
１

_Я五 生 __

Ｉ

一
ｉ

_再 _1

オオ カ ミ

_agェ ェ__…………

駅   曾 ｒ

一・

飲   官 llC00_

不    明

B-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 7 層 )

種 類

管

＝

唄

歳
内  臓  官
viミ cerЯ Iミ確etaおれ

荷 枢 宵

そ  の  他卿
脅
Ю
に雖
観
骨
叩伝

剛上
顕
守
呻

二顎
今
ぬ

口
蓋
脅

ｐｄ

四
骨
脳

月
骨

如

力
骨

叩

Ｆ
顎
骨
�

即偲
蓋
脅
即

土
線
謹
骨

ｏｐ

呻蓋．師
ｓｕｂ
Ш

は
椎
体

ａｂ

庵
椎
体

ｃａｕ

雰
側
頭
蓋

，

工
擬
鎖
脅

ｓ
ｉ^

澱
鎖

骨
ｄ

月
甲
骨

ｓｃ

カス サ

■

１
_4_ 熟 塚ユ肝|1子‐

ス ズ キ 二
ｉ

ス ス キ 属 ｒ
一
―

ｒ
‐̈

タ    イ

タ イ 類

ア ヨ ν属

軽琴星春F‐‐

暉 盤 _J_工 燦 4A_肝
十■
――

…_⊇ .

カ レ イ _主上盟貿 &ユ .

ナ ゴ 属

ヤ 類

-9-



アシ HL科

とJ望眺
|:寸 |・
‐工門昴KI:||_

fX枢 JFJ__

ア ナ ゴ

フ ロ ヨ

種    類

頻
蓋
骨

強

ｒ
顎
脅

ｍｄ

紳

骨

ｖｅｎ

ｉｂ

炉早
骨
嘲　
Ｎ

工
腕
骨

唖
　

ｓｄ

傷
骨

rad

脅

�

psd

Ｔ
手
骨

ｗ
　

ｓｄ

骨

ｃｏｘ

〈
腱
骨
命

脅

ｔｉｂ
脅
鮎

雌
骨

ｔａ

曜
骨

ｃａ

Ｔ
足
脅

ｎｔ

脅

ｄｉｇ

psd

Ｋ
の
他

イノシン

_峯甲 4ノ即■凹1手卜▲.

イ    ヌ

ヘ ビ 類

カ モ 毅

ネス ミ頬

人    間

C-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 3 層 )

種    類

官

＝

顕

゛
肉   購   管 警権骨 肩    帯

そ  の  他
瑚
骨

ｖ。
嬉難価
脅
叩」

酬上
顎
骨
ｍ

工顎
骨
呻

口
蓋
骨
脚

獨
骨
的

月
脅

ａｎ

力
骨

叩

ｒ
顕
骨
け

即
鍛
奎
骨

眸

主
憚
蓋
骨

ｏｐ

船藍．一帥
Ｓｕｂ］

腰
椎
体
お

層
権
体
卿

僚
側
頭
査

ユ
一

工
擬
鎖
骨

ｓ
‐^

環
鎖

々

ｄ

月
甲
骨

鑑

ア メ 銀

サ    メ

エ イ ロ

膠

十

千

ｒ

ヌ

ス ズ キ 属

`中ス ス キ 属

ヘ ア イ

ク ログイ

ク ロアイ

-10-



魚   営

種    類

頭
蓋
脅

∽

下
預
骨

ｎｄ

勘
紳骨
ｖｅ．れ

編
甲
骨
瑚　
騨

上
腕
脅
面
　
脚

椀
骨
�
　
　

ｓｄ

尺
骨

・ｌ
　

　

ｓｄ

中
手
骨

ｍｃ
　

ｓｌ

寛
骨
ｃｏｘ
　
　
郎

大
腿
骨
工
　
記

艇
脅

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

緋
骨
ｍ
　
　
ｓｄ

距
骨

範

踵
骨

ｃａ

中

足
骨

ｍｔ
　

飽

指
骨
艶
　
　
ｓｄ

そ

の
他

∫整駐T⊇」rF罠管
`

J・・肝|と
ｒ

一
― 何A‐‐

|;寸ィ 趾 ]
ン    カ

_■ _

/1ヽ  動  物

駄   官

臥   官

C-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( X 層 )

種    類

青

Ｗ

顕

�
内  腺   曾
Vi代金eraI Rkeint∩ n

4rFE省
venchra

眉    帝

そ  の  他
瑚
骨

Ю

嘘睡
一脚骨
叩欲

削
上
顎
骨

ｒｃｍ

工顔
骨
醸

口
蓋
脅
脚

凶
脅
輸

卿
骨

甑

力
脅

ｑｕ

ｒ
顕
骨
ウ

脳
輝
藍
脅

μ

主
鯉
蓋
骨

叩

呻蓋．鮒
説
ｍ

壊
推
体

ａｂ

馬牌採ｒ卿　
体

伝
側
頭
蓋
ユ
い

二
擬
鎖
脅

ｓ
川

舞
鎖
骨
ｄ

病
甲
骨

鯰

サ メ 類

タ ロ アイ
_五屈 IL僻

警 号 蔀 デ

フ グ 科

種    類

頭
蓋
骨

∞

下
顎
骨

ｍｄ

勘紳
骨
酎ｉｂ

肩
甲
骨
卸
　
脚

上
腕
骨

］
　

ｓｄ

椀
脅
調
　

　

ｓｄ

尺
骨
�
　
　
配

中
手
骨

ｗ
　

ｓｄ

宛

骨

∞
　
　

更

大
腿
骨

偽

　

ｓｄ

胆
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

隣
脅
釣
　
　
ｓｄ

距
骨

ｔａ

踵
骨

ｃａ

中

足
骨

ｎｉｔ
　

記

指
骨

ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

〉
い

C-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 1 層 )

種    類

営
Ｗ

限
む

四 管

ｍ

巌

改
荷 藤 官

そ  の  他
卿
〔
口
ＶＯ

眸雖
欄
脅
叩鏃

削上
顎
骨
蜘

王顕
脅
螂

ｗ
蓋
骨

脚

凶
脅
ｄｅ

【
骨

ａｎ

刀
脅

叩

Ｆ
顕
骨
】

即
娘
蓋
骨

眸

土
鯉
蓋
脅

ｏｐ

附蓋，帥
ｓｕｂ
呻

限
椎
体

ａｂ

鳥椎
体
ｃａｕ　
嫌

僚
側
顕
蓋

ユ
一

上
擬
鎖
骨

ｓ
‐^

霙
鎖
骨
ｄ

Ｆ
甲
骨

ｓｃ

チ メ 類

不 ス ミ ｒ

一
‐

ス パ キ

ス ス キ属

ロアイ 房 ｒ

一
―

マ ダ ィ Fl i泌桐l肝
li_――――

‐

タ イ 属 _う只H圧 _2__囲L JO_

本    ラ

― …
11‐

―



ク ロタイ υ
一

マ ダ イ

タ   イ
(中

イ
小

5 菌巫貨‖i培 _〉 ?■‐
Ｆ

一
‐ .ツ駐10■ _

ヒ ラ メ

チ ヨ ツ

フ   グ

`り

c)

フ   グ

`中

】 __『郎貫
|;十

1‐

トラフグ

フ グ 類

_Jσ _

マ アナ ヨ

ゼ
由

ゼ

ホ

Ｆ

一
‐ 羽型

'十
1ド
‐

ユイ。キ′ヽ'テ Ｉ

一
―

魚   管
_ユ,4_ヽ 貧rRI臣プ____

種 頚

顕
蓋
骨

∽

下
顎
骨

ｍｄ

勘
櫛
骨
ｖｅ．ホ

肩
甲
骨
即詢

上
腕
骨

山
胡

視
骨
謝

尺
骨

ｄ

中

手
骨

ｍｃ
�

寛
骨

∞
　

訥

大
腿
骨
偕
�

胆
骨

ｔｉｂ
　
胡

酢
骨
ｈ
　
コ

距
骨

ｔａ

踵
骨

ｃａ

中
足
骨
ｍ
潮

帽
脅
ｄｉｇ
　
潮

そ

の
他

イノ ンシ

鳳与評終鼠J‐‐
イノンシ

・
Ｅ
〓

剥騨理 ユ‐
T市 ……

‐

シ    カ
.角嵐■_________
魯 座  骨 thl i

イ   ヌ
P抄

ｒ
ｒ

カ モ

ィ ル ヵ 穀

アナ グマ 2よp_

ネズさ鳳

へ   関

獣   守
r日白ヽ

骨
イ′I、 )

嵌 ｒ

一
―

↑    明 エ
ー
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C-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 4 層 )

種 類

顕  管 内  臓   脅
visceralへketetan

奮TE官 屑    語

そ  の  他
瑚
脅

Ю 雖願
骨
即エ

即上
顔
脅
即

工顎
骨
硝

日
蓋
骨

ｐａ

獨
骨
航

月
（月
ｍ

力
骨

ｑｕ

Γ
顕
脅
�

剛
銀
蓋
脅

眸

土
錮
蓋
骨

ψ

贈静
一削鵡
岬

限
椎
体

ａｂ

帰
椎
体
卿

医
側
顕
蓋

ユ

工
擬
鎖
骨

ｓ
・^

震
鎖
脅

ｃＩ

月
甲
骨

ｓｃ

サ メ 類

エ イ  日

エ イ 類

ヨシ ョワ

ヨン コヮ

r★ゝ

ス ズ キ

ス ス キ ｒ
一 え I握に 0■ .… ………………

ｒ

一
．

._J_
肝F・‐れ`盟

L曽 _

ク ロダイ

ク ロアイ
_お陣■■_

ロ タ イ 層

クログイ層

マ ダ ィ

マ ダイ片

ア   イ

イ

`1ヽタ イ 須

本    ラ

■
１

才 ヨ ツ属 ｒ

一１

マイ ワシ

夕
市

フ   グ

トラフグ

トフ フ グ

_IH紗

グ 科 _IH塑

科 _工 駒

′
一 秦駆 辱曇星 J二 _… ……… ____

-13-



魚   管

ア    ツ

C-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類

種 類

脅

＝

頭

む
内  勲   骨
visceral skcleton

脊権脅 月    帝

そ  の  他
瑚
骨

ｖ。
に雖観
脅
即」

削
上
顎
骨
呻

工顎
骨
韓

口
蓋
骨
脚

凶
骨
航

卿
昏
口
亜

力
骨

ｑｕ

げ
顕
骨
け

削
鯉
蓋
骨

匹

主
錮
董
骨

ψ

呻蓋．躙
ｓｕｂ
‐ｍ。

爆
椎
体
わ

馬
椎
体
Ш

後
側
頭
蓋

ユ
一

上
擬
鎖
骨

ユ
用

環
鎖
骨

ｃＩ

月
甲
骨

ｓｃ

才 メ 鎖

I

イ65】

ス ズ キ
r★ゝ

ス ス キ

ス  キ

ス ズ キ属

ス ズ キ 属

ス ス キ属

ヨショワ
1

ク ロダイ

イ

`大

)

イ

由

タ イ 頬

サ  ヨ  ツ ｒ
一
‐

ｒ

一１

-14-



フ   グ

`★

)

_工Щ盤_十卜_|

中
上Ы必_十

1と早‐――――――
グ

ホ

Ｆ

一１
14 _kTH凛 _

ウ ナ キ

ワ ケ 千 ｒ
一１

`ノ

1ヽ】
‐蜀ばR梓
1揺・奪篠里半島ユ‐

_BtR堺 :回 lど__

Ｔ

一
―

ｒ

一‐
■
，

ｆ
一
―

ニ シ ン 科

ワタイ属

エ
ー

ラ盈■買協&■ _

ｒ
Ｔ

ニ
ー

■ 」聾 _1郷賂 誕ブ_

.え 4質隠阻そ讐_

種 類

頭
蓋
脅

亜

下
顕
骨

ｍｄ

ェ製簡脅
�れ

肩
早
脅
卿　
脚

上
腕
骨

ｍ
　

ｓｄ

桃
骨
畑
　
　

ｓｄ

尺
脅

＝Ｉ
　

　

ｓｄ

中
手
脅
ｍｃ
　
Ｎ

冤
骨

∞
　

　

ｓｄ

大
胆
骨
危
　

ｓｄ

屈
骨

ｔｉｂ
　
　

ｓｄ

辟
骨
ｉｂ
　
　
脚

距
骨

ｔａ

踵
骨

∝

中
足
脅

ｎｉｔ
　

ｓｄ

指
骨
ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

イノンシ 子さい [_ ‐4今斗‐梯磨岩ギ‐―

‐円観賃‖|lli一――

鰍 Щ‐
|;‐格

ィ ル カ

ムサ サ ビ

/1｀  剛  ワ

製    品

禾 製 品

↑    明

C-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 6 層 )

種 類

官

＝

顕

改
n  願   宵

斡的
病    爾

そ  の  他
瑚
骨

Ю
睡
朋
骨
叩“

碑上顕脅
即

工顎
脅
暉

］
蓋
骨
脚

凶
骨

詭

力
骨

如

力
骨

甲

ｒ
顕
骨
彰

副
錦
蓋
骨

鰤

土
畑
蓋
骨

ψ

ｗ蓋．悧
ｓｕｂ
ｉｍ。

爆
椎
体
れ

鳥推
体
卿　
鰤

保
側
頭
蓋

μ

工
擬
鎖
骨

ｓ
封

擦
鎖
脅
ｄ

月
甲
骨

ｓｏ

_■■環良卜IJ
ヨ     チ ｒ

一―

-15-



ス ズ キ

ス ス キ

ス ス キ 屈

`′

1、 Ⅲ
ヘ ア イ _‐‐豫且肝ド_

監黙 叫 1坐路 lΨ .

〃/E
ｒ

一
―

マ ダ イ

マ ア ィ ｒ

一
‐

ｒ

１̈

マ ダ イ

ア    イ ｒ

一
‐ _員巡 g

タ    イ _勇墨 質

タ   イ
r′ 1、、

部4Hl干「
Fぢ―――……

タ イ 類

ボ    フ

ア    ジ

ア シ 車 科

フ    グ

フ    グ

フ    グ

ワ ナ ギ
イッI、ゝ

マ 顆 ｒ
‥̈

マ  報

クサ
カゴ斜

ア  ッ ′` _え |.宙 Igi_

種    類

顕
輩
骨

Щ

下
頚
骨

ｍｄ

勘縛
骨
�れ

肩
甲
脅
岬脚

上
腕
骨

ｕｍ
ｓｄ

椀
骨
淑
　
ド

尺
骨

ｕＩ

　

ｓｄ

中
手
骨
ｍｃ
Ｎ

寛
骨

ｃｏ
　

ｓｄ

大
腿
骨
偽

ｓｄ

歴
骨
ｔｉｂ
　
脚

勝

骨

ｈ

　

ｓｄ

隠
骨

ｔａ

踵
骨

∽

中
足
骨

ｍｔ

ｓｄ

指
骨
ｄｉｇ
　

ｓｄ

そ
の
他

ｒ
一
―

２
一ｐｒ 「li台絵々 ザ・FF

とJ4_望�駐岡_寸子|〉

キ〉4 H■ __… …

ヘ  ビ 類

′硝   類

カ    モ

タ ヌ キ ｒ

一
ｉ

ｒ

一
―



不ス ミ科

永 ズ さ 鳳

B4」 L生

燃  宿

C-2区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類

種    類

官

鴨

唄

゛
四   聰   官 青 確 宵 月    帝

そ  の  他瑚
骨

ｖ。
【難
租
骨
即・^

即上
頸
骨
勁

上顕
骨
暉

Ｈ
黄
骨

脚

脚
脅
輸

声
々

錮

刀
脅

叫

ｒ
顕
骨
け

削
線
奎
命

ド

王
饂
蓋
骨

ψ

呻蓋．鯛
ｓｕｂ
呻

腺
椎
体
お

鳥辮拝ｒｃａｕ　
跡

僚
側
顕
蓋
ユ
ぃ

工
擬
鎖
脅

ｓ
封

緊
鎖
骨
ｄ

邪
甲
骨

説

ヨ チ 類

ｒ

一１

ア シ 亜 科 ｒ

一１

ｒ

一
ｔ

離 深Я肝梓

不    明

種    類

頭
蓋
令

∞

下
顕
骨

ｎｄ

鋤紳
骨
鰤れ

肩
早
骨
剛郎

上
腕
脅
肺
Ｎ

撓
脅
龍
　

ｓｄ

尺
骨
ｄ
　
脚

中
手
骨
ｍｃ
脚

Я
脅

∞
　

ｓｄ

大
艦
骨
鳥

ｓｄ

歴
骨
ｎ
　
脚

勝
脅
恥
　
即

距
脅

ｔａ

瑾
骨

∞

中
足
骨

ｎｔ

ｓｄ

指
骨

ｄｉｇ
　

ｓｄ

そ
の
他

ンカ
 ト|.

C-2区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 2 層 )

種    類

宵

“

頸

゛
厠   際   留 荷 稚 守 肩    仕

そ  の  他卿
脅
Ю
い雖棚
骨
即」

即上
顕
骨
蜘

上顎
骨
暉

Ｈ
蓋
骨

Ｐａ

四
骨
輸

口
骨

閻

力
脅

ｑｕ

ｒ
預
骨
呼

削
饂
査
骨

眸

土
鯉
蓋
骨

ｏｐ

呻静
躙
鵡
‐ｍ。

は
椎
体
お

脂
椎
体

ｃａｕ

後
側
頭
蓋

μ

上
擬
鎖
脅

ｓ
ｉ^

擁
鉄
骨
ｄ

月
甲
骨

硫

不ス ミ
ザ メ

猛 胚比 ___… …

ｒ

一
Ｉ

え■躍阻4___

継 孵召降路iぅ‐」lltttFX弘 肝|と

ク ロダイ ｒ
一
―

_踏猟 棄 ヱ 型ll讐_____

ビユ 質_

タ    イ ｒ

一
１

ア イ 類 ■

１

本    フ ｒ
一
―

巌 唖 型 _…… … … … … …

ア    ジ

ｒ

一
―

HrFk 4._爾丘
|:‐
「「‐

トラ
フグ料

ユ頚軽‖千十f―………………

ｆ

一
―

_41u秋
lf‐情・…■姻駆‐肝怯

ウ ナ ギ

ガレ″
諄 龍 虹 ど_____¨ ………
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種    類

頭
査
骨

強

下
顎
骨

ｎｄ

勒一研脅
胡ｉｂ

肩
甲
骨
勁　
郎

上
腕
骨
面
　
郎

椀
骨

Ｆａｄ
　
　

ｓｄ

尺
骨

ｕＩ
　

　

ｓｄ

中
手
脅

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨

∞
　

　

ｓｄ

大
腿
脅
ｔ
　

ｓｄ

胆
骨

ｔｉｂ
　
　
更

勝

骨

働

　

　

ｓｄ

距
骨

ｔａ

臨
骨

ｃａ

中
足
骨

ｍｔ
　

ｓｄ

指
骨

ｄｉど
　

　

ｓｄ

そ
の
他

…〉: ‐懇等|す‐篭離署エァ‐
イ ノンシ 五 騨

・
期 杵

ｒ

一―

Ｆ

一
‥ ‐起斜羅ネ

理 4Fユ _
カ    モ

カ モ 類

ネ  パ

アカ
辣ズ ミ屋

C-2区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 3 層 )

種    類

頭
蓋
骨

ｍ

下
顕
骨

ｎｄ

勘
紳脅
朗ｉｂ

肩
甲
骨
〕
脚

上
腕
骨
闘
　
脚

碗
脅
耐
　
　
翻

尺
骨

ｕＩ

　

　

ｓｄ

中
手
脅

ｎｃ
　

翻

覚
骨

∞
　

　

ｓｄ

大
腿
脅
壺

　

ｓｄ

匹
骨
ｔｉｂ
　
　
脚

緋

骨

恥

　

　

ｓｄ

距
骨

ｔａ

瞳
骨

ｃａ

中

足

骨

�
　

鍼

指
骨
ｄｉＳ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

ｒ
Ｔ

_Oal___|;1皇 ‐

シ    カ

C-2区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 4 層 )

種    類

顕
輩
脅

ｍ

下
顎
骨

ｍｄ

勒
縛
骨
潮ｉｂ

肩
甲
骨
卸　
Ｎ

上
腕
脅

ｍ
　
配

椀
骨
龍
　
　

ｓｄ

尺
骨

ｕＩ
　

　

ｓｄ

中
手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

党

骨

ｃｏ
　

　

ｓｄ

大

腿
骨

他

　

ｓｄ

睡
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

鮮

骨

恥

　

　

ｓｄ

距
骨

絋

題
帝

ｃａ

中
足
骨

ｍｔ
　

ｓｄ

指
骨
ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

‐工狙h愚十〉l,枢―………・

種     類

Ｔ
Ｗ

唄
こ

肉  臓   管 奮 罹 宵 届   帝
shodder αir dle

そ  の  他
卿
脅

ｖ。
【雖願
骨
叩エ

即
上
顎
脅

ロ

玉顎
骨
呻

日
蓋
骨

ｐｄ

凶
骨
ｄｃ

獨
魯
，
ｍ

力
脅

ｑｕ

ｒ
顕
骨
呼

削
鯉
蓋
骨

μ

王
解
蓋
骨

ψ

附蓋．酬
ｓｕｂ
岬

凛
椎
体

ａｂ

鳥椎
体
ｃａｕ　
螂

篠
側
頭
蓋

ｐ

玉
擬
鎖
骨

ｓ
‐^

療
鎖
骨

ｄ

月
甲
骨

ｓｃ

フ  グト

D-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 1 層 )

種    類

顕
蓋

脅

∞

下
預
骨

！ｎｄ

勘簡
脅
輌れ

肩
甲
脅
〕
脚

上
腕
骨

山
　
鍼

椀
骨
湖
　
　

ｓｄ

尺
骨

ｕＩ

　

　

ｓｄ

中
手
脅

ｍｃ
　

ｓｄ

党
骨

∞
　

　

ｓｄ

大
肥
骨
滝
　

ｓｄ

艇
脅

ｔｉｂ
　
　
ｓｄ

緋
脅
ａｂ
　
　
脚

距
脅

ｔａ

踵
骨

ｃａ

中
足
骨
�
　
ｓｄ

指

骨

ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他
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D-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 2 層 )

種    類

管

”

唄

、
脊TE管 肩   荷

sh∩ 11lder oir dle

そ  の  他
卿
島
祠
Ｖ。

噂雅
顕
骨
型は

即
上
顔
骨
ｍ

上顎
骨
呻

Ｈ
蓋
骨

脚

四
骨

ｄｃ

月
脅

ｍ

刀
骨

ｑｕ

ｒ
顎
骨
け

削
畑
輩
骨

眸

圭
錦

謹
脅

ｏｐ

呻蓋．帥
ｓｕｂ
ｉｍ。

駆
推
体
お

庵推
体
卿　
螂

採
側
頭
蓋

ユ

二
擬
鎖
脅

ｓ
村

環
鎖

骨
ｄ

胴
甲
骨

ｓｃ

エ イ 類 ｒ

一１

マ アナ ゴ

魚    官

種     類

頭
蓋
脅

］

下
顎
脅
祠

勧紳骨
鰤ｉｂ

肩
甲
脅
卿　
脳

上
腕
骨

ｍ
　
甜

擁
骨
淑
　
　
�

尺
骨

ｕＩ

　

　

ｓｄ

甲
手
骨

ｍｃ
　
Ｎ

寛
骨

∞
　
　

�

大
腿
骨

ｉ

　

ｓｄ

睡
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

勝

脅

ｈ

　

　

譴

距
骨

ｔａ

踵
脅

ｃａ

甲
足
骨
�
　
岬

指

脅
ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

D-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 3 層 )

種     類

頭
蓋
骨

ｃｒａ

下
顎
骨

ｍｄ

勘
締脅
ｖｅｉお

肩
甲
骨
岬　
脚

上
腕
骨

ｗｎ
　

ｓｄ

撓
骨
湘
　

　

ｓｄ

尺
脅
ｄ

　

　

ｓｄ

中

手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨
嚇
　
　
ｓｄ

大
胆
骨
れ
　

ｓｄ

歴
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

緋
骨
れ
　

　

ｓｄ

距
骨

ｔａ

賤

骨

∝

中
足
骨

�
　

ｓｄ

指

骨
ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

群解,弊「キ
」W4■ _

イノ ンシ ~齢
ど感 7ミ帝;奮 fi‐

洋工剛 |‖+…

D-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 4 層 )

種    類

頭
蓋
脅

ｃｎ

下
顎
骨

ｍｄ

勘
締
骨
�れ

肩
甲
骨
ｓｃａｐ
．　
郎

上
腕
脅

唖
　

ｓｄ

椀
骨
淑
　

　

ｓｄ

尺
骨
ｄ

　

　

ｓｄ

甲
手
常

殖
　

ｓｄ

寛
脅

∞
　

　

ｓｄ

大
腿
脅

鳥

　

ｓｄ

歴
骨

ｔｉｂ
　
　

ｓｄ

餅
脅
恥
　

　

ｓｄ

距
肯

ｔａ

踵
骨

ｃａ

中

足
骨

ｍｉ
　

ｓｄ

指
脅
ｄｉ８
　

　

ｓｄ

そ

の
他

イ ノンシ ｒ

一
―

屁 比 __

ｒ

一
― 笹毛T‐

_JJp

Lにとメ
ヌ  キ

不    明

D-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 6 層 )

種    類

頭
釜
脅

∞

下
顕
骨

ｍｄ

勘牌
脅
ｖｃＦ
ｒｉｂ

肩
甲
脅
卿　
岬

上
腕
骨
‐・ｍ
　
Ｎ

携
脅

ｍｄ
　

　

ｓｄ

尺
骨

ｕＩ
　

　

ｓｄ

中

手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

党

骨

∞
　

　

ｓｄ

大
腿
骨
鳥
　
鍼

歴
骨
ｔｉｂ
　
　
郎

勝
骨
恥
　
　
ｓｄ

距
骨

ｔａ

瞳
骨

∞

中
足
骨

ｍｔ
　

ｓｄ

指
骨

ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

イノシシ
 |.争
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E-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 3 層 )  (上 部土層は土 )

種 類

脅

＝

頭

苗
内  腋  骨
visccral skclct∞

狩
脇

韓

ｖｅＨｅ

肩    蔚
shoulder ttir dle

そ  の  他
瑚
骨

Ю

に睡
輌
骨
叩転

削上顎脅
即

玉顕
骨
囃

口
蓋
骨

ｐｄ

四
骨
曲

月
脅

如

刀
骨

ｑｕ

Γ
願
骨
中

削
鱚
蓋
骨

眸

圭
鋸
蓋
骨

ψ

呻蓋．帥
ｓｕｂ
蜘

娯
推
体

れ

鳥椎
体
ｃａｕ　
陣

傑
側
頭
蓋

ユ
一

主
擬
鎖
骨

ｓ
■

医
鎖
骨

ｃｌ

月
甲
骨

ｓｃ

ェ′新 イキヽ
ｒ
一１

サメ・

ｒ

一― .胞配■______……………
ｒ

一
１ 澱uえ塚

"i霊ス ズ キ ｒ

一
―

ス ス キ 属

ス ス キ 属

ス ズ キ 属

クロダイ

クロダイ

クロダイ

クロダイ

ｏ

一●

マ ダ イ

マ ダ ィ

イ ｒ
一ｉ .語塁 IR

タ   イ
r中 _重墨 質

ア   イ

ア イ 類

と

一
ク

ヒ ラ メ
r★、

ｒ

一
１

ヒ ラ メ ｒ

一― ・八ムЯ
lf‐ lf―

ヒ ラ メ

ア    ジ

看霧鵠ぎニィー…………

ア   タ
イ大Ⅲ

ｒ

一
― 二颯H.lお瓜■_肝

IL
ノ   グ

トラフグ

`★

ゝ

トラフク
‐‐ ‐ ‐ ‐

|

夕

′ｆ、

ア ク 科

フ グ 類

♀‐|
‐‐
―

|‐ |

…
|
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類種

頭
蓋
骨

ｃｒａ

下
顎
脅
嗣

勘
冊脅
ｖｅｈｉｂ

肩
甲
今
期
脚

上
腕
骨

ｍ
　

ｓｄ

椀
脅
　
ａｄ
　
　
細

尺
骨

ｕｌ

　

　

ｓｄ

中
手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨

　
。ｘ
　
　
嗣

大
凪
骨
“
　

ｓｄ

歴
骨
　
ｉｂ
　
　
嗣

餅
骨
　
豹
　
　
嗣

距
骨

ｔａ

踵
骨

ｃａ

甲
足
骨

ｍｔ
　

ｓｄ

指
脅
　
‐‐８

　

嗣

そ

の
他

ン    カ

不 ス ミ科

力不 ス ミ

E-1区出土魚類、哺孝L類、鳥類、爬虫類  ( 4 層 )

種 額

脅
ｗ
頭
゛

四   際   宿 菅 種 営 肩    仕

そ  の  他
卿
再
中
Ю

」雅
願
骨
叩ｉ^

副上
預
骨
帥

工預
骨
韓

Ｈ
蓋
脅
脚

観
骨
価

月
骨

価

刀
骨

叩

ド
顎
骨
】

削
饂
蓋
骨

眸

工
餌
藍
骨

ｏｐ

呻査．一帥齢
Ｉｍ。

広
維
体

ａｂ

馬推
体
ｃａｕ　
婢

僚
側
頭
蓋

ユ
一

上
擬
鎖
骨

＆
対

保
鎖
，

ＣＩ

肩
甲
骨

ｓｃ

サ メ 類

エ イ H

ｒ

一
―

コ    テ

ヨ    テ

ヌ ヌ キ ユ 期

ス ズ キ 属

ス ス キ 属

ス ス キ 属 _.`Ψ _

タ ロ グ イ

ロア イ

ク ロダイ

クログイ

イ

タ   イ
r lⅢ ゝ

タ   イ _ユ阻質‖
‐吾移署響王‐一―――

ヒ フ メ

ヒ ラ メ

サ  ヨ  ツ

r〕せ、

フ    ク

フ    グ
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ワ ナ tF

キ
↓

ア
ィ

ｒ

一
― ・

1)

マヨカレィ

マコカ レィ

ソ

一
ク

ｒ
一
‐

Ｔ

一
―

種    類

頭
蓋
骨

ｃｒａ

下
顕
骨

ｍｄ

勒神
骨
ｖｃｉれ

肩
甲
骨
〕
騨

上
腕
骨
航
　
脚

椀
骨

ｒａｄ
　

　

ｓｄ

尺
脅

・ｌ
　

　

ｓｄ

中
手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨

ｃｏ
　

　

ｓｄ

大
凪
骨
ヽ

　

ｓｄ

塵
骨

ｔｉｂ
　
　

ｓｄ

勝
骨
舶
　
　
瀬

距
骨

ｔａ

題
脅

ｃａ

中
足
骨

ｍｔ
　

ｓｄ

指
脅

ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ
の
他

ネズミ科

猷   宙 ｒ

一
―

６
一

F-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 1 層 )

種    類

頭
壷
，

］

下
顎
骨

ｎｄ

勘
櫛骨
Ы�ｂ

肩
甲
骨
蜘　
Ｎ

上
腕
骨

］

ｓｄ

椀
骨
淑
　
　

ｓｄ

尺
骨

ｕＩ
　

　

ｓｄ

中

手
持

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨
ｃｏ
　
　
脚

大
譴
狩
れ
　

ｓｄ

歴
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

緋
脅
れ
　
　
ｓｄ

距
骨

協

踵
脅

ｃａ

中

足

骨

�
　

ｓｄ

指

骨
ｄｉ８
　

　

ｓｄ

そ

の
他

エホンジカ

F-1区 出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 2 層 )

種    類

官

Ｗ

唄

＆
官
脇
罹

洋

爾

ｒ

付

ヤ

屑
妹

そ  の  他瑚
骨

ｖ。
雖
Ｍ
骨
叩常

削上顎骨
即

上顎
骨
暉

口
蓋
骨

ｐａ

函
骨
輸

舞
骨

ｍ

力
骨

ｑｕ

―
顎
骨

ｈｙ

胆
鯉
蓋
骨

畔

王
鋼
蓋
守

ｏｐ

附蓋．帥
舗
ｉｍ。

限
椎
体

お

層推
体
卿　
螂

像
側
頭
蓋

μ

主
擬
鎖
骨

ｓ
・^

僚
鎖
骨
ｄ

肩
甲
守

ｓｃ

ｒ
一
‐

え |_賜に ど■

タ    イ エ

ー

ア イ 叙 4pr

ア    ジ

Ｆ

一
―
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種     類

頭
蓋
骨

呻

下
顎
骨

・ｌｄ

勘
絆脅
鰤れ

肩
甲
脅
岬　
ド

上
腕
骨

呻
　
鍼

続
骨
煎
　
　
翻

尺
骨

・ｌ
　

　

ｓｄ

中
手
骨

ｍｃ
　

ｓｄ

寛
骨

∞
　

　

ｓｄ

大
麗
管
ｉ
　

ｓｄ

睡
骨

ｔｉｂ
　

　

ｓｄ

誹
骨
■ｂ
　
　
脚

距
脅

ｔａ

臨
脅

ｃａ

中

足
脅

ｍｔ
　

ｓｄ

指
骨
ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

・″気―
l tC, ‐墾暴ざ∵

ワ
ー

に決型雷
|〒| 阿

・

.■ tP,

.搭肌 R_

.29

カ エ ル 毅 ｒ

一
１

F-1区出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類  ( 3 層 )

種    類

宙
＝

映

“
Fl  原  骨 管

脆
群
れ

屑    帝

そ  の  他
翔
昏
口
Ｖ。

眸雖輌
骨
型£^

削上顕脅
脚

上顕
骨
碑

日
蓋
骨

脚

四
骨
節

月
を
口
ｍ

力
脅
叩

Ｆ
顎
骨
け

孤
偲
菫
骨

μ

上
鯉
蓋
骨

ψ

附螢．躙
耐
ｉｍ。

娯
椎
体

お

鳥椎
体
ｃａ　
騨

領側
顕
蓋
μ
、

工
擁
鎮
骨

ｓ
洵

露
鎖
骨
ｄ

炉
甲
骨

ｓｃ

ク ログイ .野工vR二肝|
タ    イ ｒ

一
‥

種    類

頭
蓋
脅

∞

下
顎
骨

ｍｄ

勘
紳
骨
ｖｅｎれ

肩
甲
骨
岬　
脚

上
腕
骨
航
　
脚

檎
骨
淑
　
　
即

尺
骨

ｕＩ
　

　

ｓｄ

中
手
守

ｎｃ
　

ｓｄ

寛
脅

ｃｏ
　

　

ｓｄ

大
腿
骨
俺
　
脚

歴
骨
ｔｉｂ
　
　
脚

勝
骨
れ
　

　

ｓｄ

距
脅

笠

踵
骨

ｃａ

中

足

骨

�

　

ｓｄ

指
骨

ｄｉｇ
　

　

ｓｄ

そ

の
他

/シントf
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出土魚類、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類種名一覧

昇手刊陥痩カウをFtt      Phylum vertebrata

聴k拝許泰魚剤電  Class Chondrich thyes

メジロザメロ Order Carcharhiniformes

メジロザメ科  Family Carcharhinidae

エイ ロ  Order Rajiformes

科、属不明 Fan.et gen.indet.

獅電蝉許瀬R湘ヨ  Class Osteichthyes

工ニラ/3/目  Order Clupeiformes

ニシン科  Family Clupeidae

マイフシ  SardinOps melanosticta

カタクチイワシ科  Family Engraulidae

カタクテイワシ Engraulis japOnica

ウナこギロ Order Anguillidae

ウナギ科  Fanily Anguilla

ウナギ Anguilla japonica

タツロ Order Belonida

サヨヅ科  Fanily Hemiramphidae

サヨヅ  Hemiramphus sajOri

tiカサゴロ Order Scorpaeniformes

カサゴ科  Family Scorpaenidae

カサゴ類 Sebastiscus sp.

コチ科  Family Platycephalidac

ヨチ類 Platycephalus sp.

スズキロ  Order Perclformes

ウトバ不斗  Family Scombridae

ウトバ葵買  Pneualatophorus sp.

スズキ科 Family Percichthyidae

ジくジゞ」F  Lateolabrax japonicus

アジ科 Family Carangidae

マアジ属  Trachurus sp.

イサキ科 Family Hemundae
コシヨウダイ属 Plectorhynchus sp.

タイ科  Family Sparidae
ヘダイ Sparus sarba

クロダイ Acanthopagrus schlegeli

マダイ Pagras major

ボラ科  Family Mugilidae

ボ ラ  Mugil cephalus

カレイ ロ Order Pleuronectiformes

カレイ科  Family Pleuronectidae

罪罠廂重コくBtt  Gen et sp.lndet.

ヒラメ]辞  Falllily Paralichthyidae

ヒラメ  Paralichthys Olivaceus

押磋k湘岡  Class Reptilia

カメロ Order Chelonia

鳥網 Class Aves

ガンカモ ロ Order Anseriformes

ガンカモ科 Fanily Anatidac

カモ類 Anatidae sp.

ヨ「 Eノ ロ  Order Gallifomes

キジ科 Family Phasianidae

ヨ}こノ  Phasianus colchicus

哺乳網  Class Mammalia

ヒ ト不半  Fanily Holllinoidae

ヒ ト (現生ン入)  Homo spiens

ウサギロ  Order Lagomorpha

ウサギ科 Family Leporidae

ノウサギ Lepus brachyurus

コ「/1/尿テ不半  Family Delphinidae

属、 種不明  Geno et sp.Indet.

食肉目 Order CarnivOra

イヌ科  Fanily Canidae

イヌ Canis faniliaris

オオカミ  Canis lupus

キンネ Vulpes vulpes

タヌキ  Nyctereutes prOcyonoides

イタチ科  Fanily Mustelidae

フrう/  Martes melampus

l爵,帝 目  Order Artiodactyla

イノシシ科 Family Suidae

イノシシ  Sus scrofa

シカ調I Family Cervidae

ニホンジカ  Cervus nippon
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上,_ホンシカ

1+上腕骨、R

2,上腕骨、L

3,肩甲骨、R

4,肩甲骨、LZ

5,前頭角座骨部、L

6,前頭角座骨部、R

中,クロダイ

1～4, 左前上顎骨

5～9, 右左前上顎骨

10,   右者頭

11,12+左日蓋骨

13～ 16)右主上腕骨

17,18,Ft・椎体

コチ 19,20,左歯骨

タイ 21,   左挺鎮骨

23,   主サイガイ

スズキ24～ 26∫ 左上腕骨

251   右土腕骨

27,   腰 雑

28,   尾椎体

コチ 29～30,左歯骨

31,   右前畑蓋骨

32,   左前畑蓋骨

コイ 33,   日咽頭歯

エイロ34)35,鱗板

36,37,尾棘|

コチ 38,   左推体L

下,ロショウダイ

1,2,右角骨

3,スズキ右主サイガイ

4,左主上顎骨

5,尾椎

6,71ウナギ腹椎

8,左フダ者頭骨

9,日蓋骨

10,上顎骨

111右主サイガイ

12,13,右翼状骨う

14,エイロ鱗棟

15,23)ヘビ推体

16～22,フダ腹椎

24～ 27,エイロ推体

28129,スズキ腹推

30,31,ボ ラ右主サイガイ

32,33,サ ヨサ椎体

34,35,イルカ類推体

||;1夷麓飽饉痙



上,イメンシ

1～ 3,右、左C

LC P2)

41右大腿骨、(近位端)

5,環椎

6,左謳骨 (遠位端)

7,右上腕骨 (遠位端)

8,左上腕骨 (速位端)

下,イノンシ

1,右大腿骨、骨端Z

2,左撓骨

3j右踵骨 (遠位端)

4,右角部

5,左尺骨

6,右尺骨

7,手根骨

8,9,末節骨


